
2001 年度 2 学期電磁気学試験問題　2002 年 2 月 12 日 4 限　久我

[1]　Gaussの法則を用いて下図中の場所(点P、P')での電場ベクトルの大きさと向き
　を求めよ。電場ベクトルの向きは解答用紙に図を写して書き込むこと。

解答用紙　両面１枚 計算用紙　１枚

[2]　上問[1]のそれぞれの場合(a,b,c)について、図中の場所(点P、P')での電位を求
　めよ。この時、電位がゼロの基準点をどこにとって計算したのかを明記すること。

[3]　下図のように電流が流れているとき、その回りの磁場の様子を解答用紙に描け。
　また、点Pでの磁場の大きさを求めよ。

[4] 電磁気学の基本法則は、それまでの様々な実験結果を統一的に表現できるもの
　として、1861 年頃 Maxwell により 4 本の方程式の形にまとめられた。
　(1) Maxwell の方程式をすべて書け。なお式は微分形でも積分形でもよい。
　(2) それぞれの式のもつ物理的な意味を解説せよ。関連する実験事実を挙げて解説
　　するのが望ましい
　(3) 「学問するには微分形、問題解くには積分形」 と、授業でも何度かコメントし
　　た。なぜ、物理という学問では方程式を微分形にしなければならないのか、簡単
　　に解説せよ。

注意：以下の事項を守らない場合、カンニングとみなされることがある。
※特に出題者からの許可がないかぎり、学生証、時計および筆記用具以外のものを机の上に置かない。
　筆入れなども鞄等にしまい、鞄は机の中、脇の椅子または床の上に置く。
※教科書、参考書、ノート等は鞄等にしまう。
※解答用紙や計算用紙は所定の枚数以上に取らない。
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